
 

「松野町の農地を守るために！」 

 

 

長谷 昭仁（43歳） 新規参入 

（松野町） 

 

 

１ 就農の動機・理由 

前職で長距離トラックに乗りながら、

自分が 40 代、50 代になってもこの仕事

を続けていくのかと考えていた時に、自

宅周辺の田畑がキャベツ畑になっている

ことに気付いた。話を聞くと、高齢化が

進み、担い手がいないために町外の農業

者に土地を貸しているとの事であった。

それなら自分が担い手となり、今後増え

る担い手問題を解決することは地元の農

地を守るだけでなく、自分自身にとって

もチャンスと考え、就農を決意した。 

 

２ 農業経営の概要 

○経営の展開 

項 

目 

就農時の経営 

(平成 31年 ) 

現在の経営 

(令和４年 ) 

将来の経営 

(令和７年 ) 

 

労
働
力 

男１人(本人) 
 

男２人(本人、父)  

女 1人(母) 

パート 1人 

男５人(本人外) 

女 1人(母) 

パート 2人 

経
営
耕
地 

水田    171ａ 

 

 

樹園地     70ａ 

水田       2ha 

畑       3ａ 

 

樹園地    2.5ha 

水田    5.2ha 

 

経
営
内
容 

水稲    171ａ 

作業受託    30ａ 

 

うめ    50a 

ゆず    20a 

水稲        2ha 

作業受託     20ha 

（ドローン防除等） 

施設きゅうり     6a 

うめ       1.5ha 

ゆず    1ha 

水稲           5ha 

作業受託  100ha 

（ドローン防除等） 

施設きゅうり  30a 

 

〇農業用施設 

  農業用倉庫      １棟 

〇主要農業機械 

  軽トラック      １台 

  トラクター      １台 

  刈払機        １台 

  ドローン       １台  

 

３ あしあと 

(1) 就農までの主な経歴 

出身地 愛媛県松野町 

職歴  運送業ほか 

就農研修歴 

愛媛県立農業大学校農業訓練コース 

(H27年度) 

 松野町農林公社 

（H28.5.16～H30.5.15） 

就農年月 平成 31年 1月 

 

(2) 就農時の思い 

  地元の農地を守りたいという思いで 

就農した。 

   研修で農業に関する知識を深められ

たことや、体力に自信があり体を動か

す作業が好きであったことから、農作

業に対する不安は全くなかった。 

   強いて言えば、親が農家ではなかっ

たため、農地の確保や機械の購入等に

かかる資金面の調達に不安があった。 

 

４ 就農時の取り組み 

(1) 技術の習得 

  公社研修でのトマト栽培を通して、 

農業の基礎を身につけた。その後は、 

アグリレスキュー（農作業受託事業） 



に参加し、様々な園地で、様々な作業 

を体験し、技術の習得を図った。 

   専門的な技術に関しては、県の普及 

指導員等に指導してもらっている。 

  

(2) 資金の準備 

 農業次世代人材投資事業（準備型・

経営開始型）を活用し、就農初期にお

ける各種投資に活用した。 

 また、現在進めている機械や施設の

導入には、県や町、JAの方と連携して、

県単補助事業（担い手総合支援事業）

や青年等就農資金を活用している。 

  

(3) 農地・住宅の確保 

   農地に関しては、アグリレスキュー

事業で地域の農家との繋がりができて

おり、そこから多くの園地の耕作や作

業依頼があったため、農地の確保はス

ムーズに行えた。 

  住宅に関しては、地元での就農のた  

め、確保に問題はなかった。 

 

(4) その他苦労したこと 

   各種事業や資金等を利用する際の、

多くの書類の作成に大変苦労した。県

や町の方に相談し、利用可能な事業の

紹介や書類の作成支援をしてもらった。 

 

５ 農業経営の特徴 

  うめや水稲、ゆず等を組み合わせるこ

とで、年間を通じた作業と所得を確保し

ている。 

   また、ドローン防除やアグリレスキュ

ー事業等の作業受託活動を通して、所得

の確保だけでなく、技術の習得、情報収

集等も行っている。 

 

６ これからの夢 

現在、気の合う農業者仲間の頭文字を

とった「OUEN」というグループで、作業

受託等に取り組んでいる。今後はさらな

る規模拡大を図り、法人化も視野に入れ

ながら、みんなで協力して松野町を盛り

上げていきたいと思う。 

また、６次産業化による飲食店経営等

も挑戦してみたい。 

 

７ 成功したキーポイント 

  アグリレスキュー事業を通して多くの

人と繋がりを作れたことが一番だと思う。 

   

８ 就農を目指す方へのアドバイス 

  農業などの自営業は施設や機械等の初

期投資に多大な費用がかかるため、何を

するにしても借金等のリスクを背負う覚

悟は必要だと思います。幸い、農業分野

は補助事業や低金利融資等の制度が充実

しているので大丈夫ですが、それでも不

安な方は、県や町の担当者、地域の農家

さんに相談してみるとよいと思います。 

 

〇 指導機関からのひとこと 

   長谷さんは周囲からの信頼も厚く、

就農３年目にして、地域に必要不可欠

な存在になっております。今後も新規

就農者のお手本として、さらなる活躍

を期待しております。 

 

執筆機関 

南予地方局農業振興課地域農業育成室 

 鬼北農業指導班 

電話番号 0895-45-0037 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  キュウリの整枝作業 


